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　新年明けましておめでとうございます。

　町民のみなさまにおかれましては希望に満ちた新年を

健やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

　間もなく、平成という一つの時代が幕を閉じようとし

ています。

　思い返しますと、パソコンやスマートフォン、そして

インターネットの普及により情報化が急速に進展し、私

たちの生活様式は、大きく様変わりしました。その一方

で、リーマンショックによる世界金融危機や、阪神淡路

大震災、東日本大震災など大規模災害に見舞われた激動

の時代でもありました。

　斑鳩町では、平成元年当時27 ,751人であった町人口

は、現在28 ,350人と2.2％増加いたしました。

　しかしながら、本町の高齢化率は、30.1％となってお

り、子育て支援そして高齢福祉等の施策を充実すること

が急務であると考えています。

　こうしたなか、本年は、昨年の猛暑の影響で全国的に問題となりました学校での熱中症対策と

いたしまして、今夏までに町内の全小中学校にエアコンの設置をはかるほか、新たに西和５町の

連携による病児保育の開所に向けた取り組みをすすめてまいります。

　また、コミュニティバスの再編にあわせ、高齢者向けのタクシー助成事業を創設するなど、住

民のみなさまに住み続けたいと感じていただけるまちづくりをすすめてまいります。

　私が、町長として町政の舵をとらせていただき、はや１年が過ぎました。この間、多くの住民

のみなさまとお会いし、そのなかで改めて、それぞれの課題を自らの問題として捉え、積極的に

取り組まれている姿勢を直接肌で感じております。

　こうしたみなさまの声にお応えするべく、聖徳太子の和の精神に基づき、奈良県や周辺市町村

との一層の連携強化をはかるとともに、民間活力を最大限に引き出すことで、新たな斑鳩町の魅

力づくりをすすめてまいります。

　私一人の力は微力ではありますが、斑鳩をより愛される町にするため日々頑張っている職員と

一丸となって、「和の精神でつくる新しい斑鳩」の実現に向け、職務に邁進していく所存でありま

すので、引き続きご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　本年がみなさまにとって新たな時代の良い幕開けの年となるよう心からお祈り申し上げ、年頭

の挨拶といたします。

斑鳩町長
中 西  和 夫

新　 年 　の 　ご　 あ　 い　 さ　 つ
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　町民のみなさま、新年明けましておめでとうございま

す。

　輝かしい新春をみなさまとともに迎えられましたこと

を心からお慶び申し上げます。

　新しい年が斑鳩町に繁栄をもたらす素晴らしい年にな

りますよう心から願っております。

　国は景気回復のためさまざまな施策を打ち出し、長く

続いた景気低迷からようやく抜け出す兆しが見えつつあ

るとされておりますが、まだまだ厳しい状況下にありま

す。その中での本年10月の消費税率の引き上げ等により、

先行きの不安感は強くなっています。

　さらに、全国各地で相次いだ豪雨や地震などの自然災

害や世界に類を見ない急激な少子高齢化など、さまざま

な問題に直面しております。

　このような時代にあって、住民に身近な地方議会の責任と役割はますます大きく、かつその議

員が果たすべき責務の重要性は増大してきております。

　住民の代表である町議会といたしましては、まちづくりの主役はみなさんであることを第一に、

執行機関と切磋琢磨しながら、住んでよかったと思えるまちづくりの実現に向けて、努力してま

いりたいと考えております。

　まちづくりは、時代の潮流とともに斬新な発想を必要としており、旧来のまちづくりでは未来

を切り拓いていくことはできません。私たち議員にも新たな時代感覚と崇高なビジョンを持って

一翼を担っていくことが求められております。決して、次代を担う子どもたちにツケを残しては

いけません。私たちは、責任世代としての役割をしっかり担い、住民一人ひとりが誇り高く、「こ

のまちに住んでよかった」と実感できるまちづくりに、これからも全力を傾注してまいります。

　結びに、町民のみなさまにとりまして、本年が実りある飛躍の年になりますよう心から祈念申

し上げるとともに、今後も一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、新年の

挨拶とさせていただきます。

斑鳩町議会議長
伴 　  吉 晴

新　 年 　の 　ご　 あ　 い　 さ　 つ
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11
月
23
日（
祝
・
金
）、
昨
年
新
た
に
整

備
し
た
史
跡
中
宮
寺
跡
に
、
町
内
外
か
ら

約
７
，
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
カ
フ
ェ
や
雑
貨
・
パ
ン
・

イ
タ
リ
ア
ン
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
46
店
舗
が
出
店
。
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
エ
リ
ア
の
お
し
ゃ
れ
な
空
間
や
、

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
、
バ
ル
ー
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
楽
し
い
演
出
も
あ

り
、心
地
よ
い
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
史
跡
中
宮
寺
跡
は
、
斑

鳩
三
塔
が
一
望
で
き
る
貴
重
な
場
所
。
当

日
は
強
風
の
た
め
気
球
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
バ
ー
ナ
ー
を
焚

い
て
気
球
の
カ
ゴ
に
乗
る
体
験
も
あ
り
、

バ
ー
ナ
ー
の
迫
力
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
。

　

町
内
の
人
か
ら
は
「
斑
鳩
で
こ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
い
っ
た
声

や
、
町
外
の
人
か
ら
も
「
ま
た
斑
鳩
に
来

た
い
。実
際
に
お
店
に
も
行
っ
て
み
た
い
」

と
の
声
も
あ
り
、
斑
鳩
の
魅
力
を
体
感
す

る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

斑
鳩
の
新
た
な
魅
力
を
体
感

地
域
に
愛
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ

　世界文化遺産・法隆寺がある歴史深き斑鳩で、新たな未来を拓く「マルシェ」が、
斑鳩町商工会青年部のみなさんの主催で、装いを新たにはじまりました。
　今回は、マルシェ開催のようすと、開催についての主催者の思い・参加者の声を、
みなさんに届けます。

｢楽しい｣ が詰まった新しい IKARUGA
第２回 いかるがマルシェ開催









斑
鳩
文

化財センター

だ
よ
り

い

にし
えの風
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　今月号では、平成29年に町

制施行70周年を迎えたことを

記念して編さん事業が開始され

た『新修 斑鳩町史』について

紹介します。

『
新
修 

斑
鳩
町
史
』
編
さ
ん

　

斑
鳩
町
で
は
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）

年
に
、町
制
施
行
15
周
年
を
記
念
し
て『
斑

鳩
町
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
54
（
１
９
７
９
）
年
に
は
、
町
制
施
行

30
周
年
の
記
念
と
し
て
、
前
回
の
町
史
を

再
編
し
た
本
文
編
１
冊
と
資
料
編
２
冊
か

ら
な
る
、
全
３
冊
の
『
斑
鳩
町
史
』
を
刊

行
し
、
当
町
の
歴
史
の
記
録
と
し
て
み
な

さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
刊
行
さ
れ
て
か
ら
約
40
年
が

経
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
藤
ノ
木
古
墳
の

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
当
町
の

歴
史
に
対
す
る
調
査
・
研
究
に
は
め
ざ
ま

し
い
進
展
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
盛
り
込
ん

だ
新
た
な
町
史
の
編
さ
ん
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
29
年
に
町
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、『
新
修 

斑
鳩
町
史
』の
編
さ
ん
事
業
が
計
画
さ
れ
、

各
分
野
の
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
斑

鳩
町
史
編
さ
ん
委
員
会
（
委
員
長
：
鈴
木

嘉
吉
氏
）」
が
発
足
し
ま
し
た
。
当
委
員

会
で
は
、
編
さ
ん
の
方
針
や
執
筆
内
容
な

ど
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

『
新
修 

斑
鳩
町
史
』

　
　
　
編
集
方
針
と
構
成

　

今
回
の
町
史
編
さ
ん
で
は
、
読
み
や
す

い
文
章
を
心
が
け
、
写
真
や
図
表
を
多
く

用
い
て
わ
か
り
や
す
い
内
容
を
め
ざ
し
ま

す
。
そ
し
て
、
町
内
に
所
在
す
る
文
化
財

な
ど
を
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
歴
史
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
斑
鳩
町
の
歴
史
を
構
築

し
て
、
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

構
成
と
し
て
は
、
通
史
編
と
し
て
、
上

巻
「
歴
史
編
Ⅰ
（
考
古
・
古
代
）」、
中
巻

「
歴
史
編
Ⅱ
（
中
世
か
ら
現
代
ま
で
）」、

下
巻
「
地
理
編
・
文
化
財
編
・
文
化
編
」

の
３
冊
と
、「
法
隆
寺
編
・
考
古
資
料
編
・

歴
史
資
料
編
な
ど
」
か
ら
な
る
史
料
編
、

別
編
と
し
て
当
町
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
た
「（
仮
）斑
鳩
の
歴
史
」
の
全

５
冊
の
刊
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
御ご

遠お
ん

忌き

に
あ

わ
せ
て
、第
１
回
目
と
し
て
、上
巻
の
「
歴

史
編
Ⅰ
（
考
古
・
古
代
）」
を
２
０
２
１

年
に
刊
行
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。町

内
に
所
在
す
る

　
　
　
文
化
財
調
査
の
実
施

　

町
か
ら
昨
年
４
月
に
、『
新
修 

斑
鳩
町

史
』
の
編
さ
ん
に
伴
う
調
査
（
悉し

っ

皆か
い

調
査
）

協
力
を
、自
治
会
回
覧
で
依
頼
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
や
寺
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、

江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
文
書
や
、

寺
院
の
仏
像
な
ど
の
美
術
工
芸
品
、
境
内

や
墓
地
な
ど
の
石
造
物
、
古
地
図
な
ど
の

史
料
収
集
な
ど
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
調
査

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
か
ら
調
査
の
依
頼
に
つ
い
て
ご
連
絡

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▲ 美術工芸品（仏像）調査のようす

▶
現
行
の
『
斑
鳩
町
史
』（
全
３
巻
）

すすむ町内所在の
文化財の調査









主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上下水道課（上水道係）
	 ☎0745-74-1401
上下水道課（下水道係）
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町地域包括
支援センター

☎0745-74-5666
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
ふらっぴん♪
	 ☎0745-４４-3177
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884

● 

広
　
告
　
枠 

●

ま
ち の 情 報
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の
う
え
、
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
し

ま
す
。

　

�　
な
お
、
議
会
へ
の
議
案
の
上
程
時
に

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
経

歴
を
付
記
し
た
資
料
を
提
出
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

任
期

　

平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
33
年
３
月
31
日

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
受
賞
者

　
（
敬
称
略
）

斑
鳩
町
長
賞

　
　
入　
田　
陽　
光

　
（
斑
鳩
南
中
学
校
３
年
）

　

中
学
生
を
対
象
に
奈
良
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
募
集
し
た
作
文
の
な
か
か
ら
、

入
田
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に

　
（
敬
称
略
）

　
上　
村　
定
衛
門
（
再
任
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
12
月
23
日
付
け
で
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会

委
員
募
集　

総
務
課
（
☎
内
線
２
６
３
）

　

斑
鳩
町
政
治
倫
理
審
査
会
は
、
町
長
お

よ
び
町
議
会
議
員
の
倫
理
規
定
を
定
め
た

「
斑
鳩
町
政
治
倫
理
条
例
」
に
も
と
づ
き
、

政
治
倫
理
確
立
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を

調
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
、
審
査
会
の
委
員
の
う
ち
、

２
人
を
公
募
し
ま
す
。

職�

務
内
容　
政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
必

要
な
調
査

募
集
人
数　
２
人

応�

募
資
格　
斑
鳩
町
長
お
よ
び
斑
鳩
町
議

会
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人

応�

募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
職
業
と
応
募
の
理
由

（
１
０
０
字
程
度
）
を
便
せ
ん
な
ど
に

記
入
し
、
１
月
25
日（
金
）ま
で
に
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は
総
務
課
の

窓
口
へ
、
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選�

出
・
選
任
方
法　
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
候
補
者
を
決
定

１
月
の
納
税

○
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
・
第
４
期
分
）

　
　
　

…
…
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
４
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

　

…
…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
・
第
７
期
分
）

　

…
…
長
寿
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

１
月
31
日（
木
）

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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奈良税務署からのお知らせ
（問合せ　奈良税務署　☎0742－26－1201㈹）

平成30年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、
２月18日（月）～３月15日（金）です。
なお、還付申告については２月15日（金）以前であっても郵送などにより税務署へ提出すること
ができます。
各申告会場は、大変混雑し、長時間お待ちいただくことが予想されます。

● 税理士による確定申告地区相談会場のお知らせ

◆土曜・日曜日、祝日などは開設しておりません。
◆相談受付の終了時刻は午後３時です。（２月14日は午後２時に相談受付を終了します）
◆駐車場は300台完備（駐車料金は１時間まで無料、それ以降は１時間毎に100円かかります）。
◆開設日初日と午前中は大変混雑することが予想されます。
◆混雑の状況により、早めに受付を終了させていただく場合があります。
◆昼休みの時間帯は、少人数で対応しますのでご了承ください。
◆会場にお越しの際は、前年分の控えなどを持参してください。
◆会場への電話でのお問い合わせはご遠慮ください。
◆�「土地・建物・株式等を売却された所得（上場株式等に係る譲渡損失の繰越控除を含む）」、「贈

与税」や「相続税」などに関する相談は行っていませんので、これらに関する相談が必要な
場合は、税務署へお越しください。

●奈良税務署確定申告会場のお知らせ
◆�申告会場の開設期間は、２月18日（月）～３月15日（金）です。（土曜・日曜日、祝日などを除く）

２月15日（金）以前は開設していませんのでご注意ください。
◆相談受付時間は午前８時30分～午後４時です。
◆混雑の状況により、早めに相談受付を終了する場合があります。
◆会場開設当初と申告期限間際は、大変混雑することが予想されます。
◆�来客用駐車場を申告会場として使用するため、駐車場はご利用いただけません。来署の際は

公共交通機関をご利用ください。

医療費控除の適用に係る医療費の領収書の添付について
　医療費控除の適用に係る医療費の領収書の添付は不要です。ただし、医療費控除の明細書は必
要です（※健康保険組合等発行の「医療費のお知らせ」などを添付すると、明細書の作成を省略
できます）。
　なお、医療費の領収書については、自身で申告期限から５年間の保存が必要です。
　医療費控除の申告は確定申告書等作成コーナーをご利用ください。
　「医療費控除の明細書」も作成できます。

会　　場　　名 開設期間【土・日・祝除く】 開設時間

奈良県立図書情報館
（奈良市大安寺西1-1000） ２月５日（火）～２月14日（木） 午前９時30分

　～午後４時

☆「いかるがホール」での相談会場の開設は行いません
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パパママスクール
　　　（冬コース）

対象：妊娠中の人とその家族　　　持物：母子健康手帳、筆記用具、健康マイレージポイントカード
申込：各日の前日まで

テ　　ー　　マ 実施日 実施時間 内　　　　容

もうすぐ会えるね
～お産を知ろう～

1月18日㈮ 13：30～
　15：30

助産師による妊娠中の過ごし方・お産につ
いての話
申込：1月17日（木）まで

赤ちゃんの健康づくりは
ママの健康から

～お腹の中で赤ちゃんの体は
つくられている～

2月4日㈪ 10：00～
　12：00

栄養士による妊娠中に摂りたい栄養バラン
スの話
歯科衛生士からママと赤ちゃんの歯の健康
についての話
申込：2月1日（金）まで

赤ちゃんがやってきた！
～おふろ大好き～

2月16日㈯ 10：00～
　12：00

助産師による沐浴についての話
赤ちゃん人形を使って沐浴体験
申込：2月15日（金）まで

事 業 名 実施日 受付時間 対　象 内　容　な　ど

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

1月28日㈪ 13：30～15：00
就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
申込：1月25日（金）まで

2月7日㈭ 9：30～11：00
〇育児や食事のことなどについての相談
申込：2月6日（水）まで

身 体 計 測
1月22日㈫ 9：30～11：00 就学までの児

○身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物： 母子健康手帳、健康マイレージポイント

カード
申込：1月21日（月）まで

わんぱく広場

1月23日㈬ 13：15～　13：30 Ｈ30年6・7月生
○赤ちゃん体操・発達等についての話
持物： 母子健康手帳、バスタオル、健康マイレー

ジポイントカード
申込：1月22日（火）まで

2月4日㈪ 9：45～　10：00
1歳～

1歳6か月児

○ 歯科衛生士による歯のみがき方、生活リズム
についての話

持物： 母子健康手帳、歯ブラシ、健康マイレー
ジポイントカード

先着：25組
申込：2月1日（金）まで

事　業　名 実 施 日 時間 定員 内　　　　　容

こ こ ろ の 健 康 相 談
（精神保健福祉士による） ₁月₇日㈪ 13：00～

15：00 ₂人
気分が落ち込みやすくなった、
理由もなく涙が出る、
最近家族の様子がおかしいなどの相談。

メニュー：おにぎり・サラダ・みそ汁
　日時：１月31日（木）午前10時～午後１時
　対象：平成27年４月２日～平成28年４月１日生まれ
　　　　の子どもと保護者
　定員：保護者・子どもで30人（先着）
　費用：保護者・子ども各３００円
　申込：１月７日（月）～

ドキドキわくわく
ハッピーマタニティライフ

子どもたちが自分で
トントン調理体験、
できるかな？！

カレンダー健 康子ども

■ 健康相談予定表（事前申込要 : 電話申込可）

= 健康マイレージポイント対象事業です

キッズトントン教室

おとな






